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議題 内容
議事確認 (1)副幹事担当業務の状況に関して

(2)チームデータとＭＬのリンクに関して
(3)日立ハイテクの除名処分に関して
(4)アミノバイタルフィールドの使用方法に関して（2/9、16）
(5)参加意識の向上に関して

(1)副幹事担当業務の ■ML・ＨＰ・議事録：日本ユニシス
状況に関して ＜現状＞

・議事録問題無し、ＨＰ関連依頼業務無し
・ＭＬ関連
　依頼者不明の登録依頼、個人からの削除依頼への対応
　　⇒登録依頼、削除依頼は各チーム代表者経由のみ受付で解決済
　上記対策実施前に登録依頼があったフリーアドレスは登録済み
　　⇒商社リーグ関係者外の可能性があり、注意が必要
　　　今後、対応判断に困る問題は役員会に相談のこと

＜現状に対する解決案＞
下記、3点の要件を満たすＭＬが必要
・ＭＬ管理（メッセージ配信者設定、登録・削除権限　等）
・各チーム登録人数の維持管理（可能であればチーム登録データとのリンク）
・配信の維持（広告影響による配信制限の除外）

日本ユニシスにて解決案を検討し、幹事会議メンバーへ提示する
有料の場合は大まかな金額もあわせて提示

■結果集計：阪和興業
＜現状＞
・各チームからの試合結果報告書レベルが低い
　試合結果報告書の記載ミス（毎週発生、5試合中3試合程度は修正有）
　得点者名の記載ミスが目立つ。他に必要事項記入モレ
　古い報告書を使用した報告
　⇒記載ミスの修正依頼が発生し、集計作業が遅延

・報告書の集計ミス（副幹事から主幹事へ報告時）
　集計作業のチェックミスが原因
　試合結果報告書の修正依頼等もあり、第2営業日の報告までにダブルチェックできていない

＜現状のに対する解決案＞
・試合結果報告書記載レベル向上に関して
　次回代表者会議での試合結果報告書記載ミスに関する注意喚起
　MLで下記の注意点を配信
　　（現場確認の徹底、HP上のチームデータとの照合、代表者５名からの報告）

・集計ミス低減に関して
　副幹事チーム内での確認作業を徹底し、主幹事等からの修正指摘をなくすこと
　
・追加検討：MC報告のフローチャート作成
　ＭＣ報告書の精度向上も含め、阪和興業にて案を作成
　会場到着～ＭＣ報告書提出までをフローチャートにて作成

■名簿・チームデータ・表彰式：日立ハイテク
＜現状＞
・チームデータ登録の遅れ
　登録フォーマット整備ミスによる登録仕様のばらつき
　写真データ等の影響による登録時のメール容量オーバー

・登録データの管理に関して
　現状最新データのみの管理
　更新履歴が分かるように、古いデータの管理も必要。

無し
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・表彰式は今後実施

＜現状のに対する解決案＞
・チームデータ登録遅れに関して（来年度以降）
　開幕前の代表者引継ぎ会議を開幕戦1ヶ月以上前に開催し、作業を早める
　同会議時に登録方法（写真容量、登録基準など）を記載したシートを配布し、
　登録基準を統一する
　今年度開幕戦時に撮影したチーム写真利用も検討（ＡＳＳＣへ確認必要）

・チームデータ登録フォーマットに関して
　登録表としての機能　＋　試合時のメンバー表としての機能を向上させるため
　以下の点の改善を来年度に向けて検討する
　○背番号、スタメン/サブの記入欄追加
　○登録表と試合時のメンバー表の分離
　○試合結果報告書とのリンク（得点者、ＭＶＰ、警告/退場記入欄）

(2)チームデータとＭＬの 参加メンバー全員の情報共有のため、
リンクに関して 今後、商社リーグ登録メンバー全員のＭＬ登録義務化を検討

新規登録者にはＭＬ登録時に商社リーグの要綱を送付できればベター
（詳細は（１）内に記載）

(3)日立ハイテク除名 ■除名処分の確定
処分に関して 　2回の義務履行違反は要綱に記載されている通り除名対象となるため、

　2007.10.22をもって日立ハイテクは除名処分とする。
　処分に伴い、10/27（土）に予定されていた日立ハイテクＶＳ日本ユニシスの公式戦は
　中止とする。
　また、今シーズンの日立ハイテクの試合結果は全て無効とする。
　ただし、前試合のＭＣおよび審判確保の為、以下の調整を実施
　①他の公式戦を同日に移項
　②①が不可能な場合は日本ユニシスＶＳ日立ハイテクを練習試合として開催
　上記案を主幹事が水曜までに決定し、両チームへ連絡

■日立ハイテクのリーグ復帰に関して
・日立ハイテクから提示された今後の義務履行対策
　時間厳守の徹底
　審判服の2セット用意
　交通手段を変え、3名2グループの試合会場入り

・復帰に向けた提案（日立ハイテクより）

　コートの確保と運営
　商社リーグ合宿の運営
　決勝等の映像保存（CUP　VS　リーグ）
　審判業務の継続（除名後も）
　HP作成協力
　MCの業務フローチャート作成
　蜘蛛の巣グラフの案作成
　オールスターゲームの開催（日立ハイテクの運営）

　復帰に向けて上記の案のうち何れかもしくは複数を実施する。
　日立ハイテクから提示された案を考慮し、復帰案を役員会にて検討
　日立ハイテクは次回代表者会議に出席し、上記案を具体化したプレゼンを行う

(4)アミノバイタルＦの ＡＳＳＣにて2/9、16にアミノバイタルフィールドを確保
使用方法に関して 使用方法が未確定であり、商社リーグ側からの使用方法提案が必要

　⇒役員会で案を決めＡＳＳＣへ提案する

（5)参加意識向上 あるチームの新人部員から
に関して 「代表者会議への出席で参加意識が高まった」という言葉があった。

商社リーグスピリットの向上・伝達と、独立系リーグＮｏ．１を目指して参加メンバー全員の
参加意識向上が必要。今後、以下の案を検討
　○代表者会議への各チーム出席人数の増加
　○新人・若手メンバーを積極的に代表者会議にサブとして連れてくること
　○ＭＬへの参加者全員登録

以上


